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渺
た
る
南
海
の
一
小
島
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
を
廻
り
て
、
日
米
兩
軍
の
間
に
そ
の
爭
奪
戰
行
は
る
。
昭

和
十
七
年
八
月
七
日
ヴ
ァ
ン
デ
グ
リ
ッ
ト
中
將
率
ゐ
る
米
第
一
海
兵
師
團
の
同
島
上
陸
に
端
を
發

し
、
爾
後
延
々
數
箇
月
に
及
べ
り
。 

 

そ
の
間
、
第
一
次
よ
り
第
三
次
迄
の
ソ
ロ
モ
ン
海
々
戰
生
起
し
、
更
に
之
に
南
太
平
洋
海
戰
を
挿

み
て
相
互
に
勝
敗
あ
り
。
一
時
は
白
熱
化
せ
る
も
戰
勢
次
第
に
我
に
非
と
な
り
、
遂
に
は
ガ
島
抛
棄

論
も
湧
出
す
る
に
至
る
。 

 

さ
れ
ど
も
旣
に
島
上
に
在
り
た
る
陸
兵
一
萬
餘
の
補
給
漸
く
細
り
、
將
兵
飢
渇
に
苦
し
む
に
至
る

を
奈
如
せ
ん
。 

 

も
と
よ
り
軍
需
物
資
の
運
送
は
船
舶
に
依
れ
ど
も
、
そ
れ
を
護
衛
す
る
は
海
軍
の
任
な
り
、
第
二

水
雷
戰
隊
司
令
官
田
中
頼
三
少
將
主
と
し
て
是
を
宰
す
。 

 

當
初
は
輸
送
船
に
必
要
物
資
を
頼
み
、
艦
艇
是
を
守
護
す
る
通
常
の
コ
ン
ヴ
ォ
イ
方
式
を
採
れ
る

も
、
敵
機
の
妨
害
次
第
に
激
化
し
、
遂
に
高
速
輕
快
部
隊
自
身
に
軍
糧
を
搭
載
し
て
突
入
せ
ざ
る
を

得
ざ
る
事
態
と
な
り
た
り
。
軍
艦
の
事
な
れ
ば
そ
の
一
隻
の
運
び
得
る
は
少
量
と
な
る
も
已
む
を
得

ず
。
從
事
す
る
將
兵
之
を
「
鼠
輸
送
」
乃
至
「
丸
通

ま
る
つ
う

」
と
自
嘲
す
。 

 

米
軍
機
は
我
が
輸
送
作
戰
を
汎
稱
し
て
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
東
京
急
行
）
」
と
揶

揄
せ
り
。
然
し
て
之
を
遮
る
可
く
種
々
畫
策
。
先
づ
總
指
揮
官
ハ
ル
ゼ
ー
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ラ
イ
ト

少
將
を
し
て
重
巡
四
隻
、
輕
巡
一
隻
、
驅
逐
六
隻
の
大
部
隊
を
編
成
せ
し
め
て
ガ
島
方
面
に
送
る
。 

 

片
や
我
が
方
は
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
々
戰
よ
り
約
二
週
間
後
の
十
一
月
二
十
九
日
、
東
京
急
行
を

再
興
す
可
く
驅
逐
艦
八
隻
の
一
隊
を
し
て
中
繼
地
た
る
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
群
島
を
出
で
し
む
。
孰
れ

も
特
型
驅
逐
艦
「
吹
雪
」
級
の
發
展
型
な
る
俊
英
に
し
て
、「
長
波
」、「
高
波
」、「
親
潮
」、「
黑
潮
」、

「
陽
炎
」、「
卷
波
」、「
江か

は

風
」、「
涼
風
」
の
八
艦
な
り
。
指
揮
官
は
今
回
も
田
中
少
將
、
そ
の
將
旗

を
「
長
波
」
に
揭
ぐ
。
暫
時
東
行
し
た
る
後
に
南
下
、
ガ
島
に
向
ふ
。
目
的
地
は
北
岸
の
タ
サ
フ
ァ

ロ
ン
ガ
及
び
セ
ギ
ロ
ウ
な
り
。 

 

翌
三
十
日
夜
半
に
近
き
頃
、
敵
大
勢
力
を
發
見
。
本
來
の
目
的
た
る
物
資
輸
送
の
困
難
と
な
り
來

り
た
る
を
危
ぶ
む
。
こ
の
突
如
た
る
大
敵
の
出
現
に
も
田
中
少
將
端
然
と
し
て
動
ぜ
ず
。
先
づ
積
載

物
揚
陸
作
業
の
中
止
を
命
じ
、
次
い
で
「
全
軍
突
撃
せ
よ
」
の
號
令
を
麾
下
全
部
隊
に
下
達
す
。
各

艦
何
れ
も
反
轉
し
、
全
體
と
し
て
北
西
方
向
に
進
み
つ
ゝ
、
夫
々
適
切
な
る
射
點
を
得
て
魚
雷
を
發

射
且
砲
火
を
開
く
。 

 

こ
の
際
、
煩
を
厭
は
ず
、
我
が
魚
雷
に
就
き
一
言
せ
ん
。
通
常
の
魚
雷
は
水
中
を
進
行
す
る
に
空

氣
を
以
て
そ
の
機
關
の
燃
燒
に
充
つ
。
米
英
の
魚
雷
も
亦
そ
の
範
疇
を
出
で
ざ
れ
ば
、
そ
の
速
力
三

〇
節

ノ
ツ
ト

前
後
に
し
て
、
射
程
は
八
粁キ

ロ

程
度
な
り
。
獨
り
我
が
日
本
海
軍
の
そ
れ
は
空
氣
に
換
ふ
る
に
純

酸
素
を
以
て
し
、
爲
に
雷
速
四
十
節

ノ
ツ
ト

な
ら
ば
射
程
三
二
粁
、
五
十
節
の
場
合
は
二
〇
粁
に
及
べ
り
。

米
英
に
優
る
こ
と
霄
壤

せ
う
じ
や
う

の
差
あ
り
。 

 

日
本
人
多
く
は
「
零
戰
」
と
「
戰
艦
大
和
」
を
以
て
日
本
科
學
技
術
の
粹
と
誇
れ
ど
も
、
こ
の
酸

素
魚
雷
も
亦
夫
等
に
比
肩
す
る
も
の
と
謂
ひ
得
可
し
。 


